
今年は雪解けが遅く、また寒の戻りもあり、牧草の生育が遅れがちでしたが、

ようやく育成牛を放牧するのに適した環境となりました。 

 気持ちよく晴れた４月２６日に、育成牛６９頭を放牧しました。久しぶりに

青々とした放牧地に出され、牛たちも興奮ぎみ。早速、美味しそうに牧草を 

食べ始めました。 

 この後も、順次、放牧を開始し、全部で約１４０頭を１０月中旬まで放牧す

る予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥越高原牧場の放牧開始について 

奥越高原牧場では、県内の酪農家から買い取った子牛を広大な草地に放牧し、青草をふんだんに食べさせ、

健康で丈夫に育てています。そして、約２年後に、分娩をひかえ、お乳を出す準備の出来た母牛を酪農家に

譲渡する業務を行っています。 

 “うしのぼり”が 爽やかな風をはらませ たなびく放牧日和  冬の間 過ごした牛舎を 勢いよく飛び出す 

 放牧地まで牛を誘導  “荒島岳”を背景に 

 やっぱり青草が一番！ この牧歌的風景を見にきてね 


